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職場研修の
すすめ
第1部は導入編として、本書の活用方法、
事業所内でできる研修の種類などを紹介します。
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第
一
部

は
じ
め
に

はじめに1
（１）本書の目指すところ
●		福祉施設・事業所は、概して小規模であり、かつローテーション勤務が主流であるた
め、研修の要望があっても実施に至らないケースや、外部研修の機会があっても受け
られる職員が限られてしまうといったケースが見受けられます。特に、研修体系の整
備や、中・長期的な計画を見通した人材育成などは、なかなか手を付けられていない
のではないでしょうか。

●		このような現状をふまえ、人材育成の経験が浅い福祉施設・事業所であっても職場研
修が行えるように、本書を作成しました。

（２）本書を活用していただきたい事業所
●			本書を活用していただく事業所として「法人の規模や法人格の種類、サービス業種を
問わず、数人の常勤職員と非常勤職員で運営している小規模な事業所」を想定してい
ます。

●			また、本書が想定する読者は、小規模事業所を経営している法人本部の役職員と個々
の小規模事業所の職員です。

●			もちろん、大規模な法人やその事業所の役職員が、自職場の研修制度を点検する際
にもご活用いただけます。

（３）本書の使い方
●			本書は２部構成になっています。第１部では、「これまで職場研修を行っていないが挑
戦してみたい」「やらなければいけないのはわかっているけれどノウハウがない」…等、
これから職場研修を始めようとする事業所のための入門的な内容となっています。

●			第２部では、第１部に実務的な説明を加え、職場研修の仕組みをつくり、運用していく
ための実践的な手順をまとめています。

	 	すでに職場研修の仕組みがある事業所は、目次から必要な章を探して参考にしてくだ
さい。

●			巻末に様式集があります。そのまま使うこともできますが、事業所にあった様式に修正
して使うことをお勧めします。

	 		様式は東京都福祉人材センター研修室または東京都福祉保健局のホームページか
らダウンロードすることもできます。

	 	・	東京都福祉人材センター研修室　
	 　http://www.tcsw.tvac.or.jp/activity/kensyu.html#tebiki
	 	・	東京都福祉保健局　
	 　http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kiban/fukushijinzai/
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